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43. 小林香映: イルミアの強みを再考する, Psoriasis Update Seminar, Web, 2025.11.17

44. 小林香映: 頭皮・爪・かゆみに届く治療-ソーティクツがもたらす乾癬治療の可能性-, 乾癬病診連携WEBセミナー, Web, 2025.11.6

45. 小林香映: イルミアの強みを再考する, Kochi Illuminate Seminar, 高知, 2025.8.8

46. 小林香映: イルミアの強みを再考する, Sun Psoriasis Web Seminar in Tokyo, Web, 2025.7.4

47. 小林香映: 乾癬治療戦略IL－17製剤の使い道, Lilly　Psoriasis Web Seminar, Web, 2025.6.5

48. 小林香映: Delphi Consensus Studyより全身療法導入基準を考える, 免疫疾患を考える会, Web, 2025.5.9

49. 佐治なぎさ: 保険診療でどこまで治せる？美容医療はどこから必要？〜デバイス不要の「外用治療」と「美容医療機器治療」の境界線〜, 皮膚科診療 Up to Date, Web, 2026.3

50. 桜井隆喜: チルドラキズマブが奏功した尋常性乾癬の１例, Dermatology Network in YOKOHAMA, 東京, 2026,1

51. 佐々木大和: 当院におけるアトピー性皮膚炎の治療, 第34回旗の台皮膚科懇話会, 東京, 2025.10.4

52. 佐々木大和: アトピー性皮膚炎治療におけるJAK阻害薬の位置づけを考える, Dermatology Expert Seminar～今、求められるJAK阻害薬治療とは～, Web, 2025.7.31

53. 川上大輔: 当院におけるAD治療について, 皮膚疾患勉強会, 東京, 2026.3.6

54. 川上大輔: 当院における水疱症診療, 第34回旗の台皮膚科懇話会, 東京, 2025.10.4

55. 雷 小峰: 当科で経験した爪疾患について, 皮膚疾患勉強会, 東京, 2025.11.21

56. 橋本恵里: 当院における乾癬診療の実際, 皮膚科診療 Up to Date, Web, 2026.3

57. 橋本恵里: 胃がん術後多発皮膚転移をきたした1例，第20回藤が丘皮膚科懇話会, 神奈川, 2025.9

58. 井上華那: 虎の門で経験した症例, 第6回虎の門皮膚科セミナー, Web, 2025.10.16

59. 長谷川絢哉: 紹介症例についてのご報告, 第13回毛呂山皮膚科懇話会, 埼玉, 2025.7


その他
1. 猪又直子: アトピー性皮膚炎の新展開, 第41回昭和医科大学クリニカルセミナー, 東京, 2025.6.25

2. 山口文太郎: 皮膚がんの基礎知識, 昭和医科大学横浜市北部病院 市民公開講座　2025年度冬期,  横浜, 2026. 1

受賞
北島真理子: 第17回西日本皮膚科雑誌賞
北島真理子, 新屋光一朗, 石橋 智, 須長由真, 城内和史, 三輪 祐, 小林香映, 小林玲音, 米良仁志, 猪又直子: 昭和大学病院皮膚科における,帯状疱疹関連痛治療を目的にペインクリニックと連携治療した症例に関する検討. 西日本皮膚科. 2024; 86(6): 625-629


研究費獲得
猪又直子: マルホ・高木皮膚科学振興財団（医学・薬学に関する研究活動への支援）
研究テーマ「アトピー性皮膚炎における寛解の評価法の確立」
研究領域「皮膚科学の発展に資する研究」

猪又直子: 厚生労働省, 厚生労働科学研究費, 慢性蕁麻疹の病態解明に関する研究, 研究代表者, 2024～2026年度

中田土起丈, 伊藤雄太: 紅麹の感作性に関する研究, 2024年度, 2025年度高木賞臨床研究奨励賞受賞

中田土起丈, 伊藤雄太: 難治性湿疹における原因物質・誘因の研究, 2024-25年度サンファーマ　医学・薬学に関する研究活動への支援

渡辺秀晃: 文科省科研究補助金 基盤C 研究代表者. SJS/TEN患者の全ゲノム解析・HLA3次元立体構造解析による発症機序・治療薬の探究, 2025~2027年度

渡辺秀晃: 国立研究開発法人日本医療研究開発機構, 薬剤性間質性肺炎および重症薬疹の新規診断バイオマーカーの適格性確認に関する研究, 分担研究者, 2023〜2025年度

渡辺秀晃: 厚生労働省, 難治性疾患等政策研究事業　重症多形滲出性紅斑に関する調査研究, 分担研究者, 2023〜2025年度

三輪 祐: 高木賞臨床研究奨励賞受賞
マイクロバイオームによる免疫関連有害事象の発症リスク評価と予防への取り組み

萩原愛理奈: 2025年度 JSA WAO 2020記念研究助成プログラム
アニサキスアレルギーの再発予防策の確立

雷 小峰: 文部科学省, 科学研究費助成事業ー科研費ー, シングルセル解析を用いた全身性強皮症新規標的分子の解析, 研究代表者, 2023～2026年度

雷 小峰: 文部科学省, 科学研究費助成事業ー科研費ー, 老化関連遺伝子を標的としたアンチセンス核酸によるMASH病態改善機構の解明（研究代表者　金山朱里）, 分担研究者, 2024～2027年度


